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化で飛躍する中小企業

田畑が広がるのどかな地域に、印刷工場を改修し外壁を黒く塗った、異彩を放
つ建物がある。群馬県富岡市で広告デザインなどを手がけるマルキンアド㈱の 
本社だ。
優れたデザインを生み出してきた実績から、同社の顧客は100キロメートルも

離れた東京に多く、同社を志望するデザイナーが全国から集まるという。

製造から創造へ

―事業について教えてください。
企業の広告の企画・制作、ウェブ

サイトの構築・運用、ブランディン
グ、イベントの運営などを手がけ
ています。デジタル・アナログを
問わず多様なオーダーに応える柔
軟な発想力とデザインの提案力に
は自信があります。
当社の代表作の一つが、2006年

に制作した「環境ゲーム エコエ
ゴ」です。エコとエゴのバランス

を考えるというウェブサイト上の
シミュレーションゲームで、Yahoo!
インターネットクリエィティブア
ワードで金賞を受賞しました。ま
た、2010年に草津温泉の観光ポス
ターが日本観光ポスターコンクー
ルで入賞したほか、大手広告代理
店と取り組んだ案件で日経広告賞
の優秀賞を獲得するなど、実績を
重ねてきました。
こうした作品が評価され、最近は
群馬銀行の新規出店時のポスター
制作や、東京ガスが主催するイベン
トの展示ブースの制作・運営を請

け負うなど、県内外、特に都心部
の大手企業からの依頼も増えてい
ます。

―もともとは印刷会社だったと
うかがいました。
当社の起こりは、1973年にわた
しの父が個人で立ち上げた総合美
術丸金という印刷所です。群馬県
内の企業を取引先に、主にパンフ
レットやチラシの製造を手がけて
いました。近隣の同業者に先駆け
て設備投資を行い、5台もの印刷
機をそろえ、昼夜を問わず注文に

人事制度で
デザイナーの理想像を示す

〈企業概要〉
代 表 者 山田 勝博
創 業  1973年
資 本 金  2,300万円
従業者数 26人

事業内容  デジタルコンテンツや印刷物の企画・
デザイン・制作

所 在 地 群馬県富岡市下黒岩289
電話番号 0274（60）1311
Ｕ Ｒ Ｌ http://www.marukin-ad.co.jp

マルキンアド㈱
代表取締役社長　山田 勝博（やまだ かつひろ）
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応えられる印刷所として、顧客か
ら頼りにされる存在でした。
86年にはデザイン事業部を立
ち上げました。好景気を背景に紙
質や色、装飾などにもこだわった
高額の注文が増えたためです。
わたしも学校卒業後はイベント
などを手がける東京の会社に就職
し、デザイナーとしてのキャリア
を積みました。そして96年、父の
他界を機に、当社を継ぎました。

―バブル崩壊後で、事業環境は
厳しかったのではないでしょうか。
コストカットが叫ばれていた時
代です。広告宣伝費は格好の削減
対象で、付き合いの長い取引先が
見慣れない他社の安い見積書を添
えてくることもありました。値下
げに応じれば受注は確保できても
利益はあがりませんから、社内の
士気は下がる一方です。
わたしは、仕様が固まっている
印刷物の製造で勝負するのではな
く、デザイン力を伸ばして付加価
値を創造し、他社との差別化を図
ることにしました。
まずは社名を一新し、デザイン

事業部のてこ入れに着手しました。
最新鋭のパソコンや描画・画像編
集ソフトを導入し、併せて経験豊
富なデザイナーや、CGに詳しい 
若者の採用を進めたのです。当時、
当社のような戦略を採る印刷会社
は県内に見当たりませんでした。

苦渋の決断もしました。2002年
に、父がそろえた印刷機をすべて
手放し、製造業務は外注すること
にしたのです。退路を断ち、会社
が生まれ変わる覚悟を内外に示し
たのです。

―事業転換はスムーズに進みま
したか。
自社のウェブサイトなど、デジ
タルコンテンツの重要性が広く認
識され始めたこともあって、企業
のニーズをとらえることができま
した。かつて勤務していたときの
同僚の後押しもあり、東京都内の
取引先も増えていきました。
一方、気になることも出てきま
した。それは、社内の雰囲気の変
化です。
デザイナーの仕事は領域が広
く、それぞれに深い専門性がありま
す。一人で考え、パソコンに向かう
時間が自然と長くなります。雇用
の流動性が高い職種ですから、隣
に座っていた従業員が入れ替わる
ケースも珍しくなく、互いがどん
な仕事をしているのか、見えにく
くなっていたのです。
かつては、印刷機の稼働が終わ

ると、従業員同士が気軽に食事に
出かけて、先輩が後輩に仕事のノ
ウハウを伝授したり、休暇中ので
きごとを話し合ったりして、互い
の心根までわかり合えるといった
職場が自然とできていました。

従業員の距離を縮める
仕掛け
―何か対策はあったのですか。
2008年に二つの制度を導入し
ました。一つは「ハッピーランチ
制度」です。月に1回、くじ引き
で4人組をつくり、昼食を共にし
ます。所属の垣根を越えて、仕事
の成功体験や悩みを共有してもら
うのが狙いです。昼食代はすべて、
会社が負担します。こうしたひと
ときは従業員同士の距離を縮め、
相互の理解を促します。
もう一つは、勤続年数に応じて

休日を付与する「長期休暇制度」で
す。期間は最長で1カ月に上り、
しかも最高10万円程度の奨励金
を支給します。仕事を忘れ、旅行
に出かけるなどして見聞を深めて
もらうのが目的です。
もっとも、長期間職場を離れるた
めには、各自が仕事のスケジュー
ルを管理するのはもちろん、日頃
から周囲と連携を深める必要があ
ります。休暇が未取得となった場合
のペナルティーも用意しました。

―ユニークなアイデアですね。
会社の負担は増えますが、従業
員にはたいへん好評で、これらの
取り組みはマスメディアでも取り
上げられました。
すると、「あの会社は面白そうだ」
と、業界内で話題になったようで
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員でお互いの仕事ぶりを評価し合
い、賞与に反映するものです。
わたしと役員を除いた従業員は
現在23人です。従業員はそれぞれ
自分以外の22人を評価し、22人か
ら評価されることになります。
評価は、30項目をA4用紙1枚に
収めた採点表に基づいて、年2回
実施します。50点満点で採点し、
各人が付けた点数の平均が自分の
評価となります。全員の合計点数
を分母に、自分の評価を分子にし
たものを賞与の財源にかけること
で賞与が決まります。

―具体的な採点項目を教えてく
ださい。
「基本」「積極性」「コミュニケー
ション」「能力」「成果」という五
つのカテゴリーごとに六つの項目
を用意しています。
例えば、基本カテゴリーには、

「出社や会議の時、常に時間厳守 
できた」「良い所や成功を褒め、か
つ悪い所や失敗を注意、指導してい
た」などがあります。前者は1点、
後者は3点というふうに、項目ご
とに配点に差をつけています。
なかでも当社らしいのがコミュ
ニケーションのカテゴリーです。
「人のチャレンジを肯定し、後押し
や協力した」のほか、「報告や情
報、提案をマルキン太鼓やメガ
ホンメールで発信した」というもの
があります。

す。これまでの実績への評価も
あって、東京や大阪、さらには外
国から、さまざまなスキルをもつ
デザイナーが当社に集まってくる
ようになりました。都会の喧騒を
離れ、自然に囲まれながら仕事に
没頭できる職場環境もまた、魅力
だったようです。
ところが、良いことばかりでは
ありません。中途入社の従業員が
増えてからは、経験や役職などに
応じて人事評価基準を見直してき
ましたが、わたし一人の目線では
評価しきれなくなってきたのです。
公平な基準で実績に見合う評価
をするのはもちろんですが、何よ
りも評価に納得してもらえなけれ
ば、従業員は離れてしまいます。
そこで2013年、わたしはこれま
でのやり方を一から見直し、新た
な制度を立ち上げたのです。

目指すは「万能人」

―どのような制度ですか。
年齢や役職に関係なく従業員全

オフィスには太鼓が置いてあり、
何か情報を発信するときにはこの
太鼓をたたいて関心を集めるとい
う社内ルールがあります。発信す
る内容は受注の報告から仕事の参
考情報、プライベートなことまで
何でも構いません。太鼓が鳴ると、
即席のプレゼンテーション大会が
始まるのです。メガホンメールと
は社内一斉メールのことで、太鼓
と同じような使い方をします。
発信内容は人によってまちまち
ですが、こうしたチャレンジに対
して褒めたり助言をしたりすれば、
基本カテゴリーの得点にもつなが
るので、受信する側も真剣に耳を
傾けています。

―お互いを高め合う姿勢を重視
しているのですね。
当社の従業員はそれぞれの専門
分野で高い能力をもっています。
まずは互いの能力を理解すること、
そして双方のスキルを活用するこ
とで、より洗練されたデザインを
生み出してほしいと考えています。
わたしはこの制度を「ミケラン

ジェロ」と命名しました。中世のイ
タリアで活躍した芸術家ミケラン
ジェロは、彫刻をはじめ絵画や建
築などで多くの名作を残した偉才
で、その活動分野の広さから、「万
能人」と呼ばれています。当社の
従業員には、彼のような多面的な
能力をもつ万能人を目標にして、

自然に囲まれた本社
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仕事に取り組んでほしいという思
いを込めました。
採点項目の構成や配点は役員同
士で話し合い、毎年見直すことに
しています。例えば、基本カテゴ
リーの「時間厳守」の項目は社内
に浸透したため、来期はこれに代
えて新たな指標を掲げる予定です。
組織の成長に合わせて、内容も進
化していきます。ミケランジェロ
という制度自体もまた、万能にな
ることを目指しているのです。

―ミケランジェロは社内に浸透
しましたか。
かえって、従業員の相互不信を
招くのではないかという不安もあ
りましたが、杞憂に終わりました。
評価を従業員にフィードバック
するのはわたしの役目ですが、同
僚から見た客観的な評価が点数で
表現されるので、納得しやすいよ
うです。評価項目から成長に必要
な取り組みが明確になるので、従
業員は次の目標を立てやすくなり
ました。社内のコミュニケーション
も活発になり、アイデアの発想に
役立っています。
こうした結果、お客さまへの
サービスが向上し、これまで独立
していたグラフィック制作とウェ
ブ制作の一括受注や、イベントの
企画運営を含む総合的なブラン
ディングの仕事が増えました。
導入から3年が経過し、ミケ

見える化で飛躍する中小企業

経営者には自社を取り巻く環境の変化を見極め、先手を打つことが求めら

れる。同社が印刷会社からデザイン会社へと生まれ変われたのは、山田社長

が環境の変化を先読みし、会社の進むべき道を内外に明示するとともに、従

業員の力を引き出す対策を講じてきたからだろう。

従業員の相互評価で賞与を決める人事評価制度「ミケランジェロ」は、日

夜仕事に没頭する従業員にその姿を客観的にとらえる機会を与え、互いの専

門性を生かす協働を促した。こうした取り組みは利益率向上という成果につ

ながり、社内の士気もいっそう高まった。

もっとも、ミケランジェロは賞与の財源を確保できてこそ運用できる仕組

みであり、山田社長にその自信があるからこそ描けた作品だ。「万能人」とい

う目標を示し、会社をリードする。従業員にとって、これほど頼もしく見え

る経営者の背中はない。 （藤田 一郎）

取材メモ取材メモ

ランジェロは目に見える経営効果
もあげています。従業員の定着率
は高まり、利益率も導入前に比べ
て5パーセント上昇しました。

―社長就任時には会社の今の姿
が見えていたのでしょうか。
わたしは当社の事業環境や社内
の変化から目を背けず、対策を考
え実行してきただけです。その結
果が印刷会社からデザイン会社へ
の転換であり、ハッピーランチや
ミケランジェロの導入でした。付
いてきてくれた従業員には、感謝
しています。
一方で昔から変わらない点もあ
ります。それは富岡の地で事業を
続けているということ。2014年、
近所の富岡製糸場が世界文化遺産

になりました。実は、当社は富岡ユ
ネスコ協会に協力し、ウェブサイト
を無償で制作しています。会社の業
績が安定し、ようやく地域貢献がで
きるようになってきたのです。
ただ、現状にはまだ満足してい

ません。従業員一同、いつの日か
万能人と呼ばれることを夢見て、
後世に残るデザインを富岡から発
信していきます。

ミケランジェロの用紙


